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競技委員長ルール講座
品位と格調あるプレーヤーを目指す、燦木会の皆さんはもとよりご承知でしょうが、改めてルールやマナーを
再確認するのも良いことと思います。長期連載の飽きを考慮して、今回からはワンポイント講座です。

燦木会幹事（競技委員長）　中川　彊

　燦木会が発足して7年半、初めはこの会が上手く立ち上げる事が出来るかどうか心配の中初会合。何日開
催するか、名称はどうするかと当時発足会に参加して下さった方 と々検討。そこで開催は第三木曜日と決まり、
名称をさんもく会としましたが正式な文字が無く、後日現石井会長が知恵を絞り最初は書くのが難しい燦木会
に決まりました。
　そんな過去を持つ会で始めてのホールインワン、斉藤様おめでとうござ
います。
　私事ですが昭和６３年１月９日２番ホールにて私がホールインワンを達
成しました。その時の嬉しさは、何回も経験をされている皆様には判らな
い心境。でも振り返って当時の記念のテレホンカードを見るとホールの木
が小さくそして細く何だかみすぼらしい光景でした。（別掲）
　思い返せば当日はこの年の初打ち、そして長女の誕生日でした。当時は若かった？ 私も８２歳、平均寿命はと
っくに過ぎ今は平均余命を延ばす事に専念する毎日です。
　私は毎年娘の居るシドニーに数ヶ月避寒に行ってますが語学の出来ない身、毎日悪戦苦闘スーパーでもいつ
もやじきた道中をやってます。
　皆さまご存知でしょうが、シドニーの電車の駅周辺には日本に一杯有ってもここには無い物が有ります。何でし

ょうか？　次にシティーには、バスに乗るにもバスストップの名前が有りません。乗車しても
車内放送は無く下車する時も慣れるまでは大変です。電車・バスに乗っても乗り越し禁
止。常に検札が有り見つかると莫大な罰金が科せられます。その理由は電車には無人
駅が多くフリーパスの駅が多いからだと思います。体力も無くなり今後行けるかどうか危
惧してます。
　最後に娘の出版しました地球３大冒険紀行の本、皆様にもお世話になりましたが当

初の予定通りの売れ行きで増刷を決めました。本当に有難うございました。
　これからも体力の続く限り皆様にお世話になります。

今回は、違反かどうかと云うケースについて、いくつか取り上げてみました。
★片手で傘をさし、片手でパットした。

正しくストロークされていれば　片手に傘や旗竿を持ちながらパットしてもノ
ーペナです。
★バックスイングを始めた後に動き出した球を打った。

ノーペナです。（Ｒ１４－５）ただし球の動いた原因がプレーヤーにある場合
は１ペナとなります。
ティーショットも球がティーから落ちかけたけれどスイングを止められずそのまま打ってしまったという場合もノーペナです。
★素振りで木の葉を２～３枚落としてしまった。

木の葉が落ちたということだけでは罰にはなりませんが、スイング区域の改善になった場合は２ペナとなります。
★パッティンググリーン上でマークしたコインを、プラスティックのマーカーに取り換える場合、ボールを置かずにマーカー

だけを取り換えたら１ペナとなります。（Ｒ２０－１）　
この場合指などで球の位置を示しながらボールマーカーを取り換えればノーペナです。

　6月燦木会16番ホールでホールインワンが出ました。初めての経験です。122ヤードを8番アイアン、高くあがって
ピン手前7ヤード程に着地。そのままゆるやかに転がるのを見て、ティーを拾いに視線を切った時、キャディさんの
「入った！」という声に視線を戻しましたが、当然手遅れで入った所は見ていません。これには伏線があって、4・5月
の燦木会で2番と16番でホールインワン寸前があり、2番は手前15センチくらい、16番はピン横数センチに止まりま
した。つまり、ホールインワンなど無いものと思っていたという事です。
　自身が発した最初の台詞が「4月で保険切れてるョ」でした。そのため恒例の記念行
事は何もしませんが、率直に言ってあの習慣は好きではありません。これ見よがしという感
じがしてしまうからです。今回は、私から何のギブもありませんが、燦木会の皆さんが特別
賞を設定して祝ってくださいました。まずこれ以上の喜びはありません。同伴の、秋沢さ
ん、田尾さん、宮川さん、そして清水キャディー、ありがとうございました。燦木会の皆様に
も感謝申し上げます。
　ところで、ホールインワンの出る確率ですが、米国Sports Illustrated誌によれば45,000回に1回。米国Golf 
Digest誌は平均的アマチュアで12,000回に1回というデータを出していいます。12,000回の場合でもショートホー
ルは4なので、確率的には3,000ラウンドが必要。年に50ラウンドしても 3,000ラウンドするには60年かかる計算で、
一度もホールインワンをすることの出来ないのはむしろ当たり前と言えそうです。燦木会の会員の皆様において
は、ホールインワン経験者がかなり多く、さすがの統計もここでは通用しないのかと思わされます。
　正直、ホールインワンより70台で回りたい私ですが、幸運がもたらした産物として、良い話の種にはなりました。

特別寄稿　「燦木会と身の回りのことども」　後藤至彦

「ホールインワンあれこれ」　斉藤哲雄
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